
荻窪のまちは、中央線の開通とともに発展を続けて

きたまちであリ、現在も丸ノ内線や東西線などの乗

換駅として多くの人間に利用されているが、複々線

や地上GLを走る列車などの影響でローカルな駅舎

の雰囲気と、現代的スケールが混在した駅前の風景

を作り出している。　

中央線沿いでは珍しい地上GLを通る線路により南

北は分断され、まちの特徴となる商店街はそれぞれ

に孤立するようにして存在している。また、線路の

すぐ横を通っている青梅街道がその状況に拍車をか

けている。

荻窪の地平線にある線路の風景を活かしつつ、まちの点と点

を繋げていくように駅を作っていく。その駅は駅ビルや、目

的地としてだけそこにあるのではなく、本来まちの「はじま

りの場所」として、人々の生活がまちに広がっていく玄関と

してそこにあるべきなのではと考える。そうやって、線路沿

いの風景一つ一つに目を向けながら駅を開発していくこと

で、互いに付加価値を与えながら発展し、人々がまちと駅と

いう場所を一体のものとして体感するとともに、アクティビ

ティーが距離を超えて広がっていくようなまちを作る。　

独特のスケールを持つ線路沿い
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青梅街道

開発

線路と建物の隙間や建て替えにより、線路側に対する新しい方向性を作る。

こうすることで、北と南の向かい合わせの関係が生まれる。

そして、新しい動線や広場ができることで、青梅街道の負担は軽減され、

駅沿いに荻窪の新しい風景が生まれる。　　

建物が線路方向にひらいていないため、店舗のほとんどが青梅街道側にのみひらき、

そのために動線の混雑や、人々が大通り沿いのみを利用する事態を引き起こしている。
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青梅街道

わかつものから繋ぐものへ線路の作る２つの風景

南北に特徴を分つ線路

敷地周辺は線路により北と南が分断

され、それにより雰囲気や商業施設

に違いのあるまち並みを作り出して

いる。その２つの特徴の延長線上と

しての線路が、緩やかに北と南を繋

いでいくことで、それぞれの良さを

残しながら、一つのまちとしての一

体感を持つ、新しい荻窪の風景を作

り出す。

線路、青梅街道により孤立した商店街 それを線路上から伸びるデッキが繋げていく それぞれに付加価値を与えるように面へと発展していく
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　都市の中に駅という施設があるのだが、そこは

南北の人の動線を遮るものになってしまっている。
都市と駅との境界線をはっきり分けないように、ホー

ムが駅というよりは街の延長線となるようにする。

カフェなどの少しゆっくりできるスペースを入れて

いく。荻窪のホームでちょっと休憩してから仕事に

行く。そんな立ち寄りたくなるホーム。

　ホームとまちの間に、透明感のあり、まちの特徴店舗を入れていく。

　まちとホームを緩やかに繋げていく。　

機能は北側と同じく飲食店を主とするが、

北側とは少し違う、落ち着きのある飲食

店が並ぶ。

一階空間には自転車置き場が入り、駅と交通、また飲食店

自然と繋がっていくようにデザインした。

東側にあるタクシー乗り場を歩行者優先とし、タウンセブン

の一階空間をタクシー、一般車乗り場とする。

線路沿いの空間、ホーム、商店。

様々な要素を一つに考え、繋げていく。

 

商店と線路の隙間に、自転車置き場と、野外ホールを併設した

施設を作る。また二階部分のデッキはまちと繋がり、ゆくゆく

はここに建つ施設は、一階は北側を、二階は南側を向き、電車

を眺めながら音楽が聞こえてくるような場所になる。

北側の野外ホールと繋がる

四方を道に挟まれるこの建物が、ま

ちに風景を流していく。

ようにして建つ。

洋服店や雑貨などの、住んでいる人たちのためのプログラムを多く入

れていく。そうすることで、ローカルな雰囲気の強い南側の雰囲気を

残していきながらも、発展するようにしていく。

荻窪の地平線にある線路の風景を活かしつつ、まちの点と点

を繋げていくように駅を作っていく。その駅は駅ビルや、目

的地としてだけそこにあるのではなく、本来まちの「はじま
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わかつものから繋ぐものへ線路の作る２つの風景

線路沿いの空間、ホーム、商店。

様々な要素を一つに考え、繋げていく。

駅がつなぐ風景


